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京セラ株式会社（代表取締役社長：作島 史朗、以下：京セラ）は、タブレット端末を用

いた電子投票により、投票の正確性向上や開票作業の効率化を支援する電子投開票システ

ム「デジ選®」について、機能を拡充するとともに、新たな取り組みを開始しますので、お

知らせいたします。 

音声案内などを活用した、視覚障がいのある方にも利用しやすい「ユニバーサル投票レー

ン」の取り組みを開始するとともに、投票所への移動が難しい有権者の投票機会の確保に向

け、「移動式投票所」でのデジ選の活用を進めます。また、選挙人名簿との照合や受付結果

の記録をデジタル化する「投票運営システム」を開発しました。今後、これらの機能や取り

組みについて、自治体への提案・導入を順次進めてまいります。 

今回の拡充を通じて、有権者の多様な状況に対応した投票環境の整備を支援し、投票の

利便性向上や投票機会の確保に貢献してまいります。また、投票受付から投票・開票まで

の一連の業務の効率化を推進し、自治体の選挙運営をより幅広く支援してまいります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■今回の拡充内容 

1．視覚障がいのある方にも利用しやすい「ユニバーサル投票レーン」 
 
画面の文字が見えにくい方にも利用しやすい環境づくりに向け、総務省主権者教育アド

バイザー※の助言を受けながら、「ユニバーサル投票レーン」の取り組みを新たに開始しま

した。 
 
音声読み上げ機能を備えたデジ選と、イヤホン、ガイド付き専用コントローラを用いて、

候補者の確認や選択などの操作を支援します。画面の確認やタッチ操作が難しい方も、音

声で案内を聞きながら操作できるようにすることで、投票の秘密を守りながら、自らの意

思で投票する環境の実現を目指します。 
 

電子投開票システム「デジ選®」の機能・運用を拡充 
ユニバーサル投票レーン・移動式投票所・投票運営システムで 

全ての有権者が投票しやすい環境整備と選挙運営の効率化を支援 

 

「ユニバーサル投票レーン」イメージ 
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※ 主権者教育に関する知見やノウハウを有し、地域における主権者教育の推進に向けた助言などを行う、総務省から派

遣された専門家。 
(主権者教育アドバイザー制度の詳細：https://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/news/senkyo/education_adviser/index.html) 

 

 

 

2．投票機会の確保を支援する「移動式投票所」 
 
投票所への移動が難しい有権者の投票機会の確保に向け、移動式投票所でデジ選を活用

する取り組みを進めます。 
 
有権者の生活圏に近い場所に投票環境を設けることで、

投票所までの移動に伴う負担を軽減します。また、移動式

投票所においても、デジ選を活用することで、投票後の集

計・開票作業の効率化につなげます。 

デジ選に使用する京セラ製タブレットは、振動試験など

をクリアした高い耐久性を備えており、車両での移動に伴

う環境でも安定した動作を支えます。 

  

 

 

3．正確な選挙運営を支援する「投票運営システム」 
 
タブレット端末を活用し、投票受付や投票録・開票録の作成を自動化する「投票運営シ

ステム」を新たに開発しました。デジ選と組み合わせることで、投票受付から投票・開票

までの一連の業務をトータルで支援します。 
 
投票受付では、外付けのリーダーを使わずに投票所入場

券のバーコードを読み取り、選挙人名簿との照合や受付結

果の記録を自動化します。また、期日前投票から投票日当

日までの投票状況を記録する「投票録」に加え、デジ選の

開票システムと連携し、開票結果を記録する「開票録」の

作成も自動化します。これにより、名簿の照合や各種記録

の集計・転記に伴う確認漏れや記載ミスの防止を支援する

とともに、作業負担の軽減につなげます。 

 

 

 

 

移動式投票所 イメージ 

投票運営システム イメージ 

https://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/news/senkyo/education_adviser/index.html
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■京セラの電子投開票システム「デジ選®」について 
京セラのデジ選は、総務省の技術的条件に適合した、地方自治体の選挙で利用可能な電

子投開票システムです。投票所に設置されたタブレット端末の画面上で、有権者が候補者

氏名や選択肢を確認し、タッチ操作で投票できます。投票内容をデジタル形式で記録する

ため、投票終了後の迅速な集計が可能となり、開票時間の短縮や開票人員の削減など、選

挙運営の負担軽減に貢献します。また、紙の投票用紙への記入が不要となることで、誤記

や判読不能による無効票の発生を防ぎ、有権者の意思をより正確に反映した投票を支援し

ます。安全性・信頼性を重視し、ネットワークを経由せず、投票データをタブレット端末

に直接接続した記録媒体に保存する方式を採用しています。 
 
これまで、大阪府四條畷市、宮崎県新富町、香川県善通寺市、福岡県粕屋町、岐阜県美

濃加茂市の選挙に導入され、開票人員や開票時間の削減に寄与してきました。 
 
京セラは今後も、デジ選の機能・運用の拡充と自治体への導入拡大を通じて、有権者が

投票しやすい環境づくり、選挙の信頼性・公平性の確保、選挙運営の効率化に貢献してま

いります。 

 
 

 

 

 

 
 
■電子投開票システム「デジ選®」の詳細はこちら 
https://www.kyocera.co.jp/prdct/telecom/office/phone/app-service/app/digi-sen/ 
 
※「デジ選」は、京セラ株式会社の登録商標です。 

 

 

 

■報道機関からのお問い合わせ 

京セラ株式会社 広報室 本社 TEL：075-604-3514（直）/ 東京 TEL：03-6364-5503（直） 

 

 

「デジ選®」ロゴ 

https://www.kyocera.co.jp/prdct/telecom/office/phone/app-service/app/digi-sen/

